
情報通信

研究の概要
量子コンピュータは、量子力学を原理とする次世代のコンピュータ

です。80年代の原理提案に始まり長らく研究が進められてきましたが、
2014年のGoogleのデバイス開発への参入以降、コンピュータを根本
的に作り直すまたとない機会として研究開発が世界的に進められてい
ます。長期的には、エラー訂正機能がある大規模な誤り耐性量子コン
ピュータの実現に関する研究、近未来的には現段階で実現している規
模の量子コンピュータのAI・金融分野、そして材料・化学分野へのア
プリケーション探索を進めています。

 ▍ 研究の意義と将来展望
我々の自然界はミクロなスケールではすべて量子力学によって記述

されています。このような量子力学を原理とする量子コンピュータの
実現は、科学技術のフロンティアを切り開く強力なツールになると期
待されています。得に注目される応用先の一つとしては、エネルギー
問題や温暖化問題など地球規模の問題の解決につながる化学分野にお
いて、あらたな触媒の開発や光合成など自然界が長い年月をかけて構
築してきた仕組みを理解するうえで活躍すると期待しています。

（記載例）特願 2021-○○○○○○，特開 2021-○○○○○○，特許第○○○○○○○，JP
○○○○○○○，US○○○○○○○など 
 
 
１1．上記ご研究に関連する画像（図表・イラスト・写真） 
※ A4 版では 2～3点（主要図表＋補足図表），A5 版では 1～2 点（主要図表のみ）の画像

の貼り付けを予定しておりますので，ご提供をお願い致します。 
※ 必ず主要図表のご指定をお願い致します。 
※ 画像は印刷可能な解像度のものを電子ファイルにてご提供ください。ページスペース

の関係で問題が生じた場合は，こちらでトリミング等の加工をさせていただく場合が
あります。 

 
量子誤り訂正 
 

 
量子コンピュータの機械学習への応用 
 
 
１2．ご自身の顔写真のご提供 
印刷可能な解像度のものを電子ファイルにてご提供ください。 
 

量子誤り訂正

量子コンピュータの機械学習への応用

 

機械学習（AI）、材料・化学、科学技術計算、金融工学・データ科学

量子コンピュータを用いた未来社会共創
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